
黔

日
本
淨
土
教
の
三
階
段

佐

藤

密

雄

尺
魯
八
相
成
道
の
炬
火
菩
提
樹
下
に
燃
え
全
世
界
に
光

明
を
投
じ
て
よ
り
三
千
年
叉
我
れ
輿
實
の
利
説

い
て
群

盲
を
救
は
ん
ε
大
無
量
壽
經
に
説
破
せ
ら
れ
彌
陀
界
眞

實
の
妙
注
を
現
は
さ
れ
爾
來
三
國
の
傅
燈
烈
耐
此
れ
を

護
持
し
玉
ひ
我
が
日
東
の
聖
者
源
室
上
人
其
の
甘
露
を

一
夊
不
辨
の
凡
夫
に
濯
ざ
玉
ひ
て
こ
丶
に
七
百
年
其
の

問
叉
風
雨
雪
其
の
藁
實
に
異
り
な
し
ε
雖
も
莫
の
外
殼

の
風
光
自
ら
變
易
な
し
ε
せ
す
今
頑
魯
之
者
其
の
跡
を

インターネット公開許諾のない文章には
墨消し処理を施しています。



φ

訪
ね

て
天
台

、
横
川
、
吉
水
三
聖
の
念

に

一
筆

な

さ
ん

ε
す
。

掬

も
我

日
東
淨

土
歡

の
後
を
訪

漁
れ
ば
遠
く
佛
歡
渡
來

に
逆

る
だ
も
雖
其

の
組
織
的
發
逹

を
論

せ
ぱ

こ
れ
を
天

台

起
源
す

ε
官
は
ざ
る

べ
か
ら
す
。

そ
れ
叡
岳
は
日
本
佛
歡

の
發
群
地

々
り
ε
吉

ふ

べ
く
少

な
く
共
我
國
現
下
の
佛
歡
は
悉
く

こ
れ
を
叡
岳

に
發
し

た
り
蓬
も
云

ふ
も
叉
渦
盲
な
り

ε
誰

か
言
は
ん
。
我
善

導
流
も
實

に

一
大

の
孝
僣
慈
覺
大
師
承
和
五
年
入
唐
し

玉

ひ
五
台
山

に
念
佛
三
昧

の
法
を
簿

へ
ら
れ
歸
朝
仁
壽

元
年
叡
山
常

行
堂

に
念
佛
三
昧
を
行

ひ
玉
ひ
し
に
其
の

起
源
を
遣
く
も
の
な
り
。
然

し
て
其

の
後
法
然
上
人

に

至

る
發
逹

の
後
を
見

て
惠
心
僣
都
を
過
渡
期

ε
し
て
三

つ
の
階
段
を
追

ふ
て
論
せ

ん
こ
す

る
の
で
あ

る
。

先

づ
最
初

に
天
台

の
念
佛

だ
る
が

こ
の
念
佛

た
る
や
其

の
修

大
行
四
種
三
昧

の
膸

一
常
行
三
眛

蓬
云
は
る

丶
念

佛
三
味

で
あ

る
、
然

し
て

こ
の
修
大
行

π
る
や
發
大
心

三
-

方
言
(
一
)簡
非
(
十

)顯
是
(
三

)
ε
相
應

じ
て
車

の
両
輪
た
る
べ
き
物
で
あ
る
摩
訶
止
觀
見
聞
添
註
卷
第

二
を
見
れ
ば
月
山
寺
奪
舜
は
談
じ
て
曰
く

む

む

　

問
第

二
修
大
行
者
云
何
、
日
上
發

大
心
發
一一三
千
嗣
融

菩
提
.爨

故
今
修
二
三
千
大
行
嶋
名

日
。
修
大
行
の
止

云

ζ
舵
一
夫
欲
レ
登
二
妙
位

】非
レ
行

レ
不
楷
己
上
非
二
修

行

叫無

レ
至
二
果

位

M故
立
。
然
非
三
上
發
大
心
外
別
有
二

修

行
。
云
云
。

(佛
全
29

一
二
九
上

一
行

)

こ
れ
に
依

つ
て
こ
れ
を
見

れ
ば
實

に
修

大
行

の
地
位
は

自
ら
明
ら

か
な
る
が
如

く
而
り
而
し
て
こ
の
修
大
行
第

二
位

に
擧
げ
ら

る

丶
此

の
常
行
念
佛
三
眛

も
亦
其
地
位

自
ら
明
白
な

ら
ん
、
然
ら
ば

こ
の
所
謂
常
行
念
佛

三
眛

の
如
何
を
同
書

に
依
り
て
見
れ
ば
こ
れ
を
論

じ
て
曰
く

年

二
常
行
三
昧
者

.
以
一一般
舟
三
味
經

輔而
爲
所
依
。

九
十
日
爲
二
一
期
の
阿
彌
陀
佛
爲
二
本
奪
一
單
讀
二
小
阿

彌
陀
經
の
專
佳
二
念
佛
三
昧

一
行
℃
故
名
二
常
行
三
昧
℃

去
云
。
(
佛
全
29

ご
二
六
下
終
六

)

然

し
て
右

の
月
山
寺
霹
舜
の
見
聞

の
交

に
鸛

し
て
龍
増

寺
高
觀
添
註

し
て
日
く

讀
二
阿
彌
陀
經

一者
。
今
交
不
レ
云
二
此
量

雖
レ
然
言
二

但
專
爲
彌
陀
爲
二
法
門
生
幻
故
依
レ義

加
レ
之
。
今
世
行
}u

此

三
眛
℃
皆
用
下慈

覺
大
師
自
二
法
道
和
倚

一所
二
相
簿

一

引
聲
彌
陀
經
上
委
旨
在
二
常
行

三
昧
式

崎
(
同
上
)

六
五



'

■

交

に
明
ら

か
な
る
が
如
く
後
世

の
我
宗
別
時
念
佛

ε
形

式

に
於

い
て
同
じ
き
を
見

る
の
で
あ
る
、
阿
彌
陀
佛

を

本

奪
ε
な
す
所

に
經
を
讀

む
黙
實
に
淨
土
往
生
念
佛
な

る
に
似

た
り
更

に
止
觀
見
聞
は
於
・
此
有
二
方
注
勸
修
二

交
段
崎
方
法
者
。
開
遮
口
説
嘸
。
意
止
觀

身
開
二
醤
威
儀

中
行

一
一誡
二
佳
坐
臥
司

ご
云
ひ
、
口
説
嘸

ε
は
九
十

日

間

彌
陀
を

口
唱
し
て
他

事
を
交

へ
ざ
る
事

に
し
て
其

の

相
歌
は

九
十
日
心
常

念
二
阿
彌
陀
佛

㎞無
二
休
息

一或

唱
念
倶
運

或
先
念
後
唱
。
或
先
唱
後
念
唱
念
相
繼
無
二
休
息
特

一

若
唱
二
彌
陀

】即

是
唱
二
十
方
佛

M巧
徳
等
。
但
專
以
二彌

陀

一爲
二
注
門
圭

】擧

レ要
盲

レ
之
歩

々
聲

々
念

々
唯
在
二

阿
彌
陀
佛
一試
云
。

(佛
全
29

一
三
七
上

)

更
意
止
觀

は
意

に
彌
陀
を
信
す

る
な
り
ざ
て
添
註
し
て

臼
く念

二
西
方
阿
彌
陀
佛

】去

レ此
十
萬
億
佛
刹
゜
在
三
寳
地

寳
池
寳
樹
賢
堂
衆
菩
薩
中
央

一坐
説
・經

。
三
月
常
念

・

む

む

む

佛
云
何
念
。
三
十

二
相
從
日一足
下
千
輻
輪
相

一
一
一
逆

縁

念
ご
諸
相

乃
至
無
見
頂
亦
應
下
從
二
頂
相

】順
縁
乃

至
中
千
輻
輪
上
令
三
我
亦
逮
二
是
相

芸

云
。

广同
上

)

六
六

こ
れ

に
依

つ
て
こ
れ
を
見
れ
ば
念
唱

ε
あ
る
よ
り
念
は

正

し
く
觀
念

の
念
な

る
事
は
明
了
な
り
全
友
其

の
觀
念

を
圭

ε
せ
る
は

こ
れ
叉
明
了
な

る
如

く
な
れ
共

こ
れ
形

式

の
み
常
行
三
昧
は
止
觀

な
り
故

に
止
觀
見
聞
は

一
家

の
相
鯨
を
述

べ

常
行

ロ
罅
云
何
答
常
行
三
昧
者
。
實
非

髄一必
對
二
住
坐

臥

頃
法
界
,
寂
照
ノ
止
觀
顯
。
バ
我
等
衆

生
本
來
行
二
止

觀

一謂
二
之
常
行

一止
觀
外
無
二
余
法

一號

之
三
眛
。

更

に
歩

々
聲

々
念

々
唯
在
彌
陀

に

っ
い
て
曰
く

先
徳
口
臨
云
歩

々
聲

々
等
者
。
除
二
一
句

一加
二
一
旬

一

已
上
言
除
阿
彌
陀
佛

一
旬
。
加

】止
觀

明
靜

一
句

】也
。

法
界
寂

照
ノ
止
觀
顯
レ
・行
者
,
三
業
四
威
儀
。
併
是
三

諦
三
觀
妙
行
也
。
是

云
二
止
觀

明
靜

一名
二
阿
彌
陀
佛
幻

止
觀
邸
是
彌
陀
故
也

、
(佛
全
29

ご

一七
上
下
)

實
に

天
台

の

念
佛

た
る
や

觀

念
に
し
て

觀
念

に
あ
ら

す
。
即
ち
佛

の
相
好

を
觀
じ
て
帥
室
帥
假
即
中

の
觀
を

凝
す

も
の
な
り
故

に
三
諦
三
觀

の
妙
行

な
も

ε
云

へ
る

も
の
に
し
て
彌
陀
踟
止
觀

の
實
相
理
觀

の
念
佛
で
あ
る

然
れ
共

こ
の
念
佛

が
や
が
て
其

の
觀
念
の
方
面
の
み
重

き
を
量

か
れ
て
理
觀

の
漸
く
離

れ
來
り
し
も

の
が
所
謂



惠

ー6

の
第
二
次
の
念
佛
で

め
る
。

吾
人
は
第

二
次
の
階
段

ε
し
て
横
川
慧
心
院
權
少
僭
都

源
信
大
桁
構

の
念
佛

を
見
出
す

の
で
あ
る
僭
都
は
第
三

特
稱
名
の
確

立
者
源

室
和
荷

以
前

二
百
年

の
入
に
し
て

其
念
佛
思
想
は
其
師

元
三
大
師
慈
惠
大
僭
正
が
淨
土
を

求

め
且

つ
九
品
義

な

る
著
ま
で
著

さ
れ
あ

る
が
故

に
其

影
響
あ

る
は
勿
論
な
り
ご
雖

も
其

の
根

的
な

る
原
因

ぱ
正

し
く
常
行
三
昧

に
あ
り
、
然

し
て
師

の
念
佛

た
る

や
中
間

過
渡
期

に
あ

る
が
故

に
自
ら
三
期
を
有
す

る
も

の
な
り
邸

ち
師

の
最
初

の
念
佛

は
天
台

理
觀

で
あ
り
其

の
最
後
の
念
佛
は
稱
名

に
か
た
む
け

る
者

に
し
て
中
間

に
入
る
觀
念

の
念
佛

は
最
も
師

の
多
く
を
占
む

る
も
の

で
あ
る
。

印
ち
惠
心
僭
都
最
初

の
念
佛

は
實

に
天
台

よ
り
出

で
た

念
佛

な
り
彌
陀
觀
v心
集

る
小
品

の
最
初

に

夷

者
即
塞
之
義
也
。彌
者
膸
縁
十
界
也
即
假
之
義
也

恒
順
二
百
界
4
陀
者
中
道
也
則
法
身
也
。
故
一苫
云
。
(
惠

心

全
集
二
跚
下
)

ε
云
ひ
て
三
諦
三
觀

の
妙
行

な
り

て
ふ
天
台

そ
の
ま

丶

の
思
想

ε
見
る

べ
き
で
あ
る
更

に
正
修
觀
記
卷
中

に
於

叉
觀
ご
彌
陀
名
字
體
用

一
阿
字
ハ
無
ナ
リ
故
諸
法
室
寂
彌

字

ハ量
ナ
リ
故
萬
艨
森
然
。
陀
字
壽
ナ
、
故
中
逶
實
相
。此

三
諦
中
攝
二
一
切
注
℃
是
故
佛
音
ハ
以
二
三
諦

一攝
一一
一
切

法
ネ

出

三

壷

巳
上
。
(惠
心
全
集
二
嬲
下
)

い
て
な
リ

ピ
云
ふ
に
至

つ
て
彌
陀
卸
三
諦

な
り
ε
云
ふ

説
を
最
も
明

か
に
裏

書
し
て
居

る
の
で
あ
る
。

然

し
て
こ

丶
考

ふ

べ
き
は
惠
心
僭
都

に
到

り
て
彌
陀

の

地
位
非
常

L
尚
め
ら

れ
居

る
事

で
あ

る
、
卸
ち
天
台
本

來
の
阿
彌
陀
佛
觀

は
先

に
引

き
た
る
如

く
翼
石
唱
二
彌
陀

帥
是
唱
二
十

方
佛

一巧
徳
等
L

ε
云

ふ
が
如
く
全
く
十
方

諸
佛
も
彌
陀
も
同

　
で
め

つ
て
天
台

大
師

の
摩
訶
止
觀

及
觀
經
疏

に
明
了

で
あ
る
、
然

る
に
惠
心
鱒
都
の
阿
陀

佛
觀

は
正
修
觀
記
卷
中
題
號
の
下

に
「
附
彌
陀
攝
八
宗
」

ε
云
ふ
が
如

く
叉

當

レ知
彌
陀
名
號
三
字
具
備
下
二
千
三
百
九
十
五
卷
大

乘
經
乃
至

(
中
畧

)
五
百
九
十
三
卷
賢
集
法
門
亦
且
ゴ

金
剛
界

一
千
四
百
五
韓
胎
藏
界
五
百
三
愈
蘇
悉
地
七

十
三
奪

】故
唱
二
阿
彌
陀
三
字

】躑
唱
漕二

万
三
百
二
十

四
卷

一
切
聖
漱
幻
亦
唱
二
一
千
九
百
八
十

一
體

一
切
聖

衆

一。

六
七



ε
云
ひ
て
阿
陀
佛

を
以

て
す

べ
て
の
佛

の
上

に
見

て
更

に
念
二
阿
字

M聴
即
滅
一一四
十
二
品
無

明
同
體
見
思
煩
惱

一

成
二
報
身
佛
司
念
二
彌
字

}時
即
滅
二
四
十
二
塵
勞
煩
惱

三
土
悪
業

一成
二
應
身
佛

一念
二
陀
字

一時
即
滅
ご
四
†
二

位
根
本
無

明
煩
惱

二
死
苦
果

一成
二
法
身
佛
℃
(
惠
心
全

集

二
嬲
上
)

ε
云
ひ
て
得
脱

の
要
諦

ε
せ
ら

れ
阿
彌
陀
佛
を
も

つ
て

一
切
佛

一
切
巧
徳
を
攝

せ
ら
る
る
を
見

る

べ
く
更

に
阿

彌
陀
佛
を
注
華
經

の
本
迹
二
門

ざ
せ
ら

れ
て
居

る
正
修

觀
記
史

冷
集
二
蹴
)
か
あ

如
ー
惠
心
僣
都
は
天
台
天

師

が
常
行

三
昧
中
叉
觀
經
疏
中

に
專
ら
阿
彌
陀
佛
を
説

か
る
る
の
は
全
く
天
台

が
依
用
す

る
を
得

る
佛

ε
し
て

説

か
る

丶
に
反
し
て
依
馮

せ
ざ

る

べ
か
ら
ざ
る
迄

に
其

の
信

仰
を
高

め
ら
れ
π
事
は
實

に
僭
都

の
卓
見
な

る
ε

共

に
僭
都

の
獨

特
の
觀
念
念
佛
が
生
す

る
所
以

亡
云
は

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

惠
心
僭

都
壯
年
血
氣

の
念
佛
郎
天
台
孝

に
心
血
を
注

が

れ
π
時
代
の
念
佛
は
正

し
く
理
觀

の
念
佛

で
あ

る
が
漸

く
自
己

に
目
覺

め
て
來
ら
た
所
謂
中
年
の
念
佛
は
正
し

六
八

く
觀
念
佛

に
し
て
善
導

流
に
近

づ
か
れ
た
事
を
見

る
事

が
出
來

る
、
上
人

の
自
行
念
佛
問
答

に
十
往
生
經

の
女

を
引

き
て

佛
告
一一阿
難

一世
間
衆
生
不
レ
得
】一
解
脱

}
何
以
故

一
切

衆
生
由
三
多

レ虚
少
レ
實
無
二
一
正
念
以
二
是
因
縁

】地
獄

者
多
。
(惠
心
全
集
二
璽

)

こ
れ

に
依

つ
て
こ
れ
を
見

れ
ば
捨
此
往
彼

の
思
想
漸

く

多

き
を
見

る

べ
く
更

に
往
要
集

開
卷
第

一
に
曰
く

夫

往
生
極
樂
之
激
行
濁
世
末

代
目
醍
(
中
略
)
利
智
精

進

之
人
末
レ
爲

レ難
如
レ
予
頑
魯

之
者
豈
敢
矣

是
故
依
二

《
佛

一
門

一云
云
。

ε
云

へ
る
試

に
其

の
厭
離
穢
土
、
欣
求
淨
土

の
明
白

な

る
を
見

る
べ
く
要
思
系

一
部
十
門

に
分
ち
厭
監離
穢
土
、
欣

求
淨
土

よ
り
極
樂
證
據
、
正
修
念
佛

、
助
念
方
法

、
別

時
念
佛
、
念
利
利
釜
、
念
佛
證
據
、
往
生
諸
業

を
上
げ

最
後

に
問
答

料
問

せ
る
然

し
て
第
二

に
説

い
て
の
六
道

苦
患
を
述

ぶ
る
實

に
穢
土

の
相
自
ら
棘
然
π
ら
ざ

る
を

得
ざ

る
も
の
に
し
て
實

に
台
家

の
四
土
相
帥
西
方
己
心

ε
は
全
く
異

れ
り
。
然

し
て
其

の
念
佛
は
全
く
觀
念

の

念
佛

ε
云
ふ

べ
く
其

の
正
修
念
佛

に
阿
彌
陀
佛

の
無
見



頂
相

よ
り
足
下
千
輻
相

に
至
る
ま

で
順
迸
反
覆

し
て
こ

れ
を
嬲
ざ
る
も

の
に
し
て
親
成
就

い
て
林

め
て
明
瞭
な

る
に
至
ら
ば
諸
罪
清
滅

し
て
往
生
を
得

る
ε
主
張
せ
ら

れ
て
居

る
の
で
あ
る
、
叉
儔
都

の
念
佛
は
事
理
定
散

の

諸
行
を
誘

ぎ
て
万
機

に
逗
會
す

る
も
の
に
し
て
要
集
下

本

に
曰
く

明
二
往
生
諦
行

】者
謂
求

一極
樂

一
者
不
三
必
專
二
念
佛

一

須
下
明
一一余
行
任
中
各

々
樂
欲
抄

(全
集

二
59
下
)

ユ

ε
云
ひ
諸
經

交
を
引

い
て
六
度
十
三
行
を
明
し
て
居

る

叉
助
念
方
注

に
七
行
を
上
ぐ

る
が
如

く
な
れ
共

こ
蓬
鵞

ε
く
觀
念
往
生
を
中

心

ε
せ
る
も

の
に
し
て
本
奪
觀

一

卷
、
阿
彌
陀
佛
臼
毫
觀

一
卷
は
勿
論
、
助
念
方
法
中
所

助
五
念
門
を
觀
念

ご
せ
ら

れ
た
る
を
以

て
も
最
も
其
の

觀
念
の
念
佛
思
想
は
明

か
な

り
。

か
く
の
如

く
な
れ
ば

天
台

の
念
佛
は
横
川

の
念
佛

に
致
り
て
其

の
根
本
精
棘

が
止
觀
な
り
極
樂
往
生

へ
三
諞
觀
は
觀
佛

に
移
り
し
は

注
目
す

べ
き
な
り
、
而
り
而
し

て
過
疫
期

の
此

の
念
佛

は
法
然

土
人
に
よ
り

て
大
成

さ
れ
た

る
ロ
稱
の
念
佛
を

含

む
や
叉
盲
を
ま
た
す

叉
傅
都
自
身
も
晩
年
稱
名

に
傾

き
居
ら
れ

た
ε
推
思

せ
ら

る
る
の
で
あ
る
、
そ
の
最
も

　

4

明
了
な

る
は
法
語

に
日
く

人

か
す
な
ら
ぬ
身
の

い
や

し
き
は
菩
提
を
ね
が

ふ
し

る
つ
な
り
。

こ
の
故

に
人
間

に
生

る
事

を

喜

ぷ

べ

し
。

111I
r　
あ
さ
く
共
本
願

深
き
が
故

に
藾
ま
ば
必
ず

往
生
す

念
佛
も

の
ら

け
れ
共
唱

ふ
れ
ば
必
す

來
迚

に

あ
つ
か
巧
徳
莫
大
な
り
。
(
全
集
ニ
ー

)

ε
云

へ
る
を
見
れ
は
其

の
稱
名
念
佛
思
想

の
根
強

く
胚

胎
せ
る
を
見

る

べ
く
叉
要
集

の
中

に
彼

の
有
名
な

る
念

佛
爲
本

の
詞

あ
り
叉
念
佛
橙
據

に
阿
彌
陀
經

の
執
持
名

號

を
明
せ
る
如

き
諸
行

ご
念
佛

ε
を
對
比

し
て

其

話
行

法
因
明
二
彼
法
種

々
巧
能

一
其
中
自
説
二
往
生

之
事

一不
レ
如
下
直
辨
二
往
生

之
要

一多
云
中
念
佛
抄
何
况

佛
自
既
言
レ
當

レ念

レ我
乎
亦
不
云
云
三
佛

光
明
攝
二
取
餘

行
人
司
(惠
心

全
二
塒

)

ご
吉

へ
る
算
其

の
稱
名
思
想

の
歴
然

た
る
も
の
あ
り

こ

の
稱
名
思
想

が
注
然
上
人

に
依
り

て
選
擇

さ
れ
た
る
も

の
ξ
云

ふ
可

き
か
。

注
然
上
人

の
念
佛
は
實

に
善
導
謫

流
念
稱
是

一
の
念
佛

な

る
が
其

の
俵

つ
て
來

る
所
冖は
之
を
惠

ー6
僭
都
往
生
要

に
求

め
ざ
る

べ
か
ら
ざ

る
も
の
は
撰
擇
集

拜

讀

初

頭

六
九



,

〆

ノ

に
威
す

る
所
た
り
、
然

し
て
往
生
要
集

た
る
や
前

に
見

な
る
が
如
く
觀
念

稱
念
雜
然

で
諸
師

の
説
を
引

く
叉
多

く
し
て
取
捨

撰
擇

の
標
準
不
明
確

の
き
ら
ひ
あ
る
難

又

冤
れ
す

法
然
上
人

か
求
法
の
時

に
當
り
て
最
を
思

を
止

め
苦

ー6
し
玉
ひ
し
も
の
は
要
集

の
取
捨

の

い
つ
れ
に
依

り

て
な

さ
る

べ
き
か
に
あ
る
な
ら

ん
ε
は

獨

斷

の

妄

言

ε
雖

も

一
考

の
價
値

あ
る
觀
察
な

る

べ
し
然

る
に
上

人

が
要
集
所
引

の
御
疏

に
至
り
て

一
心
專
念
彌

陀
名
號

の
明
斷

に
接
し
玉
ひ
し
時
多
年
の
凝
雲

一
聴

に
晴

れ
玉

ひ
威

韓
徹
髓
落
涙
千
行

の
言
葉
自

ら
明
ら

か
な
り
、
善

導
大
師

の
順
彼
佛
願
稱
名
正
行

の
明
斷
は
注
然
上
人
を

し
て
撰
擇
集
第
十
二
章
段

に
其

の
最
大
難
關

た
る
持
戒

菩
提
心
、
理
觀
一三
嘱
修
善
を
捨

て
て
撰
擇
廢
立
し
て
本

願

の

一
行

に
歸

せ
し
め
玉
ひ
し
も

の
な
り
。

こ
れ
を
以

て
考

ふ
れ
ば
惠
心
僑
都

に
已

に
稱
名

の
思

怨

を
見
出
す

ご
雖
も
未
だ
明
了

な
ら
す

、
こ
れ
を
し
て
明

か
ら

に
稱
名

の

一
行

に
歸

し
以
て
善
導

に
返
ら
れ
し
は

正

し
く
法
然
上
人
な
り
ご
云
ふ

べ
し
。

我
國

の
淨
土
歡
球
是

の
如

く
し
て
天
台

の
理
觀

の
念
佛

よ
り
惠
心
僣
都
を
中
抽

ε
し
て
淨
土

の
稱
名
念
佛

に
發

七

〇

逹

せ
し
と
見

る
を
得

る
な
り
、
故

に
惠

僭
都
は
其

の
中

間
者

ε
し
て
叉
理
觀

、
觀
念
、
稱
名

ε
三

っ
階
段

を
自

ら

一
人

の
上

に
取
ら
れ
し
ご
吾
人
は
見

た
の
で
あ
る
、

兎
も
角
も
天
台

の
念
佛

ゼ
し
て
淨
土

の
念
佛

へ
の

一
大

革
命
は
惠
心
僣
都

に
依

つ
て
な
さ
れ
し
も
の
に
し
て
む

し
ろ
法
然

上
人
は
第

二
次
革
命
者

ε
し
て
叉
其

の
完
成

者

ご
見

る

べ
き
で
め
ろ
う
。
(
完

)




